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1. はじめに 

一見対立する概念を何らかの方法で両立させることは，

革新的な発想の一つの形式であると考えられる．関連する

概念として，「止揚」(1)がある．以下に例を示す． 
・使用時は長く，携帯時は短い（携帯指し棒） 
・強いが軽い構造（ハニカム構造，複合材料など） 
・開放感があるがプライバシーは守られる建築 
・絹より美しく鋼鉄より強い繊維（ナイロン） 
・アクセスできるが改ざんは困難なデータ（ブロックチェ

ーン技術） 
・トヨタ自動車の“J-factor”(2) 

本研究では，電子概念辞書の計算機処理により，概念体

系における対立概念の対を網羅的，系統的に探索して人間

に提示することで，革新的発想創出を行うことを試みる． 

2. 対立概念の解決によるデザインの革新的発想 

対立概念は反意語で表現できるが，「軽い」⇔「重い」の

ような直接的反意語（direct antonym）だけではなく，「軽い」

⇔（「重い」≒「大きい」≒）「強い」のような間接的反意

語（indirect antonym）も重要であると考えられる．本研究

では，前述したような間接的な対立概念の提示により発想

創出を促進する方法を考え，ソフトウェア実装，実験によ

り有効性を検証する. 
対立概念を用いることでアイデア生成における量と質が

向上することはいくつかの研究(3)~(4)で報告されている．一

方で，提示する対立概念は辞書の反意語を用いており，直

接的な対立概念での確認に留まっている．対立概念を用い

た発想支援法として，TRIZ の矛盾マトリクス(5)という考え

方が確立されている．これは過去の特許からの経験則を整

理したものであるのに対し，本研究では概念辞書を用いて

系統的，網羅的に間接的反意語を導出する点が異なる． 

3. 間接的反意語の提示による発想創出 

ソフトウェアの実装 

間接的反意語を，「反意語と呼ばれる単語対のうち，片方

もしくは双方の単語を元の単語の類義語と置き換えたもの」

と定義する．例えば「強い」と「弱い」は反意語であるが，

「弱い」の類義語として「静かだ」が存在する場合に，「強

い」と「静かだ」は間接的反意語となる．本研究では類義

語の置き換えは各方向最大 2 回まで行う（図 1）． 
間接的反意語生成のため，EDR 電子化辞書 (6)，日本語

WordNet(7)，分類語彙表(8)の 3 つの概念辞書を用いる．日本

語 WordNet からは類義語のデータを，分類語彙表からは反

意語のデータを，EDR 電子化辞書に導入する． 
EDR 電子化辞書は単語のデータと概念識別子（concept 

identifier）のデータを別々に保持している．概念識別子とは

語の意味を表す記号であり，各概念識別子にその概念を表

す各単語が多対多で対応している． 
日本語 WordNet については，EDR 電子化辞書の概念識別

子と日本語 WordNet の同義語グループ（synonym set, synset）
を対応づけることで類義語データを導入する．対応づけの

ためにまず同義語グループに所属する単語群を取得する．

それと対応する EDR 電子化辞書の語を取得し，それらの

語とリンクされた概念識別子を，同義語グループと対応づ

ける．分類語彙表の反意語データについては，単語と品詞

が分類語彙表と EDR 電子化辞書で一致するものを EDR 電

子化辞書に導入した． 
次に，発想創出実験に用いる間接的反意語の作成法につ

いて説明する．まず初めにアイデアを出す対象とする製品

を決定し，その製品の特徴を記述する．次に EDR 電子化辞

書に導入された反意語データを参照し，記述された特徴の

反意語を取得する．製品の特徴とその反意語のどちらにつ

いても類義語を取得する．得られた類義語について，もう

一度その類義語の類義語を取得する．得られた単語の関係

は図 1 のようになる．例えば「強い」側と「弱い」側から

一つずつ単語を選んで，それを間接的な類義語のペアとす

る．図 1 の Step 0 は直接的反意語であるので，本研究では

用いなかった. 
 

 
Fig. 1 Generation of indirect antonyms 
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4. 発想創出実験 

前述の方法を用いて，既存製品の特徴を記述後，その言

葉を起点として間接的反意語を作成した．製品として，工

場，歯ブラシ，無指定の 3 パターンを用意し，反意語提示

あり，提示なしの場合でアイデア生成を行ってもらった． 
単語を提示する場合は 56 対の単語組を提示し，それぞ

れについてアイデアを発想してもらった．アイデアの記述

のフォーマットとして，製品と与えられた二つの単語の要

素の合計 3 つをアイデア内に含めてもらった．単語を提示

しない場合は最低 15 分以上アイデアを発想してもらい，

15 分経過後は任意のタイミングで終了とした．単語なしで

のフォーマットは製品の要素を入れることのみとした． 
3 種類の製品と単語の有無により実験の順番が 8 パター

ン想定されたため，順序効果がなくなるように 8 人の実験

協力者でそれぞれ異なる順番で実験を行った． 
得られた発想の新規度と有用度の評価は第三者により行

った．有用度は有用か否かの 2 段階（0～1 に正規化），新

規度は，新規か，既存のものを少し変えた程度か，既に存

在するか，の 3 段階（0～1 に正規化）で評価してもらった． 

5. 実験結果 

5-1．反意語対の提示の有無 

図 2 より，得られた発想の新規度は，反意語提示の有無

で差はなかった．対象別では，無指定が高く，工場，歯ブ

ラシは同程度となった．図 3 より，有用度は反意語提示な

しのほうが有意に高かった．対象別では，歯ブラシでは反

意語提示がないほう有意に高かったが，工場では反意語提

示の有無で差はなかった． 

 

 

Fig. 2 Availability of antonyms and novelty of idea 
 

  
Fig. 3 Availability of antonyms and usefulness of idea 

 

5-2．考察 

反意語提示ありとなしで異なる内容のアイデアが生まれ

たのは，反意語の刺激により発想が刺激され，通常の思考

では至らない部分まで発想を広げられた可能性がある.反

意語提示から生まれたアイデアの有用性が低かったのは，

反意語の要素を強制することで，実験協力者に自然でない

思考が要求されたためである可能性がある. 

歯ブラシは日常使っているので，反意語で無理に発想さ

せられるより自然に考えつくほうが現実の有用性に近いの

に対し，工場は日常的に詳しくないので，自然と無理の差

が小さかった可能性がある． 

6. 結論と今後の課題 

6-1．結論 

概念辞書を活用することで，間接的反意語を作成可能に

した．これにより得られた反意語を使用することで，発想

創出における間接的反意語の効果の有無を確認した． 

6-2．今後の課題 

反意語の提示により，通常とは異なる思考を導ける可能

性は示されたが，同時に不自然な思考が強制されたことが

マイナスに作用した可能性がある．発想者の自然な思考の

流れの延長線上で，反意語の提示により通常とは異なる方

向に誘導するための方法論を検討することが，今後の課題

である． 

本研究はJSPS科研費JP19H02047の助成により行われた. 
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